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自己紹介

2001年より国際交流基金（JF）関西国際センター（KC）日本語教育専門員。

海外の日本語教育支援として、日本語研修、教材・eラーニング開発に従事。

JFの海外派遣経験は、米国、タイ、スペイン。

【専門分野】 コースデザイン、教材開発、eラーニング開発・ICT、評価・テスト開発等

【教材】

• 『初級からの日本語スピーチ』

• 『日本語ドキドキ体験交流活動集』
ほか

【eラーニング】

• サイト「アニメ・マンガの日本語」

• コース「みなと」上の「日本語オンラインコース」

例：「まるごとコース」「スピーチコース」

「いろどり日本語オンラインコース」

• アプリ「HIRAGANA/KATAKANA/

KANJI Memory Hint」
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前提とねらい

・セミナー参加者 日本語教育現場の実践者やこれから目指す学生

・地域の現状 ⽣活・就労のための日本語教育ニーズ

・課題 時間等の制約、多様性、支援者中心⇒初期支援

なぜeラーニング？

制約がある、多様なニーズの学習者が自学自習できる仕掛け

⇒ 生活・就労のための学習支援にどう活用できるか

これからの日本語教師・学習支援者の役割を考えるきっかけに



目標

⚫ JFの海外の日本語教育支援と教材開発、
外国人材向け日本語事業の取り組みについて知る

⚫ eラーニングを活用した学習支援のためのポイントを知る

⚫ 生活・就労のためのeラーニングとその特徴や自学自習
のための仕掛けを知る

⚫ eラーニングを学習支援にどう活用できるか、
これからの教師・学習支援者の役割について考える



流れ

１．JFの海外の日本語教育支援と教材開発

２．eラーニングを活用した学習支援のポイント

３．生活・就労のためのeラーニング：体験、分析

４． これからの教師、支援者の役割



１．JFの海外の日本語教育支援と教材開発



国際交流基金（JF）の３つの交流事業
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「日本の友人をふやし、世界との絆をはぐくむ」

文化芸術交流 日本語教育 日本研究・知的交流
【文化】   【言語】 【対話】

https://www.jpf.go.jp

https://www.jpf.go.jp/


JFの海外日本語教育支援
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調査・情報
日本語機関調査
国別情報

現地支援
拠点 専門家派遣
教師・機関・学習者

JFにほんごネットワーク

教師支援（NC）
教師研修

教材・教授法開発

学習者支援（KC）
学習者研修

eラーニング・教材開発

基盤・テスト
JF日本語教育スタンダード

JLPT JFT-Basic



NCの教師支援：教師研修と教材・教授法開発

映像・レアリア 現場でアレンジ コースブック

Web版・アプリ リソースサイト 教材サイト

https://www.jpf.go.jp/j/urawa/

https://www.erin.ne.jp/jp/
https://www.erin.ne.jp/jp/
https://www.jpf.go.jp/j/urawa/


JF日本語教育スタンダード

https://www.jfstandard.jpf.go.jp/

https://www.jfstandard.jpf.go.jp/cando/

⚫ 「相互理解のための日本語」を理念とした日本語教育のための枠組み
課題遂行能力と異文化理解能力を育成する実践をサポート

⚫ レベル
熟達度をCEFRのレベル指標に準じた
６レベル（A1、A2、B1、B2、C1、C2）で知る

⚫ ツールとしてのJFS
 JFスタンダードの木（言語活動と言語能力）
 ６レベルとCan-do（CEFR Can-do、JF Can-do、My Can-do）

   ポートフォリオ（自身の学習の評価、体験記録、成果）

https://www.jfstandard.jpf.go.jp/
https://www.jfstandard.jpf.go.jp/cando/


教材『まるごと』と『いろどり』

『まるごと 日本のことばと文化』
https://www.marugoto.org/

『いろどり 生活の日本語』
https://www.irodori.jpf.go.jp/

・JFSの学び方、教え方、評価のしかたを具現化したコースブック
・日本のことば（課題遂行）と文化（異文化理解）を学ぶ
・「行動中心アプローチ」

Can-do：目標→学習活動→評価で、できることを増やす

https://www.marugoto.org/
https://www.irodori.jpf.go.jp/


⚫ 日本語研修
 専門日本語研修（外交官 研究者）
日本語学習者訪日研修（大学生 高校生）

⚫ eラーニング・教材開発

体験・交流 専門・個別 自律・継続

電子書籍で
無料公開！
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KCの学習者支援：研修とeラーニング・教材開発

https://www.jpf.go.jp/j/kansai/index.html

https://www.jpf.go.jp/j/kansai/index.html


アニメ･マンガでよく使われるキャラク
ターやジャンルの日本語を楽しく
学べるサイト
【英語・スペイン語・中国語・韓国語・
フランス語・日本語】

日本語と文化をまるごと学び、総合的な日本語力をつける「みなと」のメインコース。国際交流基金が開発したコースブック『まるごと日本のことばと文化』
のシラバスに沿い、オンラインで自学自習できる。初学者向け入門（A1）レベルから初中級（A2/B1）レベルまで開講。日本語をゼロから学び始め
て、レベルアップを図ることができる。
【英語・スペイン語・中国語・インドネシア語・タイ語・ベトナム語・フランス語・ポルトガル語・日本語】

●まるごとオンラインコース

様々な日本語学習オンラインコースを提供するプラットフォーム。いつでもどこでもインターネットを通じて日本語を学べる機会を提供。学習者同士が交
流できるコミュニティ機能も設置。基金海外拠点が独自にコースを制作、運用することも可能。みなとを活用して運用する各種オンラインコースは以下を
中心に年間約250コースを開講。
【英語・スペイン語・中国語・インドネシア語・タイ語･ベトナム語・日本語】

★プラットフォーム「JFにほんごeラーニングみなと」 https://minato-jf.jp/

アニメ･マンガの日本語

連想イラストで「ひらがな」「カタカ
ナ」を楽しく覚え、クイズで確認で
きるアプリ
【英語・インドネシア語・タイ語】

HIRAGANA/KATAKANA  Memory Hint

漢字の形を連想させるイラストと2
種類のゲームで楽しく漢字を学べ
るアプリ
【英語】

KANJI  Memory Hint 1,2,3

【スマートフォン用アプリ】

【ウェブサイト】

看護や介護の分野で必要な語彙や表
現を調べることができるサイト
【英語・インドネシア語・日本語】

日本語でケアナビ

エリンと挑戦！にほんごテスト

カードゲームやマンガ、クイズを通して日本
語の初級の語彙や表現を楽しく学び、ど
のくらい覚えたかを確認できるアプリ
【英語・インドネシア語】

『まるごと』で学ぶ人の自習をサポートす
るサイト。各種練習を行ったり、日本の
生活や文化が学べる。
【英語・スペイン語・日本語】

まるごとプラス（まるごと＋）

日本語学習に役立つサイトや
アプリ等を紹介するポータルサイト
【英語・日本語】

NIHONGO eな

留学生エリンと日本語と日本文化を
学べるサイト
【英語・日本語、動画字幕と教材は
11言語に対応】

日本で生活や仕事をする際に必
要な、日本語のコミュニケーション
力を身につけることができるオンライ
ンコース。
【英語・日本語・中国語・モンゴル
語・インドネシア語・クメール語・タイ
語・ベトナム語・ミャンマー語・ネ
パール語、ベンガル語、ラオス語】

ひろがる もっといろんな日本と日本語

学習者が自分の興味があるトピックから
日本語と日本文化を学べるサイト
【英語・日本語】

「ひきだすにほんご」の動画で日本語での
自立的なコミュニケーションが学べるサイト 
【英語・日本語、動画字幕は６言語対応】

ひきだすにほんご Activate Your Japanese! 
コンテンツライブラリー

「エリンが挑戦！にほんごできます。」
コンテンツライブラリー

●いろどり日本語オンラインコース

JFの日本語学習eラーニングの概要

https://minato-jf.jp/


日本語学習のためのeラーニングの変遷
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⚫ ウェブサイト

「アニメ・マンガの日本語」

       本からPC、オンラインへ

⚫ アプリ

「Hiragana Memory Hint」

PCからスマートフォンへ

⚫ オンラインコース

「いろどりオンラインコース」 

      教室からLMSの自学自習へ

（マルチデバイス、動画、 AI、VR）

⇒時代の学習ニーズに合わせ

学習を支援するための工夫と新しいテクノロジー



JFの外国人材向け日本語事業の取り組み
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国際交流基金
日本語基礎テスト

(JFT-Basic)の開発・実施

日本語教材等の
開発・普及

現地日本語教師
の育成

現地日本語教育
活動の強化支援

４つの柱

https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/ssw/

2018（R1）年：外国人材受入れ・共生のための総合的対応策

2019（R2）年：特定技能制度の開始

https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/ssw/


目標、学習、評価のサイクルの開発

特定技能1号の日本語要件
「ある程度日常会話ができ、生活に支障がない程度の能力（A2）を有する」

目標

• なにがどのくらいできることを目指すのか

• CEFR/JFSのA2レベル、JF生活日本語Can-do

学習

• なにをどうやって学習すればよいのか

• 『いろどり生活の日本語』、「いろどり日本語オンラインコース」

評価

• その能力があるかなにでどう評価するのか

•国際交流基金日本語基礎テスト（JFT-Basic）

日本で生活・就労する



目標 「JF生活日本語Can-do」

https://www.jpf.go.jp/j/urawa/j_rsorcs/seikatsu

日本での生活場面で求められる基礎的な
日本語コミュニケーション力をCan-do 
Statement（「～できる」という課題遂行
力を表す形）で記述し、リストにしたもの

https://www.jpf.go.jp/j/urawa/j_rsorcs/seikatsu.html


学習『いろどり生活の日本語』「いろどりオンラインコース」
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https://www.irodori.jpf.go.jp/

対象：（就労などのために）日本で生活したい人、生活している人
目標：生活場面のトピックで日本語を使って「話す/聞く/読む/書く」

のコミュニケーション（課題遂行＝Can-do）ができる
考え方：行動中心アプローチ
シラバス：トピック＋Can-do
学習の流れ：Can-do：目標⇒学習活動⇒評価
特徴：コースブック、第2言語習得、オーセンティシティ、各国語、生活文化も

https://www.irodori.jpf.go.jp/index.html


評価 「国際交流基金日本語基礎テスト JFT-Basic」
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https://www.jpf.go.jp/jft-basic

対象：主として就労のために来日する日本語を母語としない外国人
目的：「ある程度日常会話ができ、生活に支障がない程度の能力」

（A2程度）があるかどうかを判定 ⇒特定技能1号に活用
構成：文字と語彙、会話と表現、聴解、読解で総合的に判定
問題：A1-A2のCan-doに基づく問題、生活場面に絞った課題遂行
方式：CBT方式、即時結果通知
実施：海外11か国22都市、国内47都道府県で頻回実施

https://www.jpf.go.jp/jft-basic/


（１）

（２）

職場の防災訓練で担当者が火事の際にどうすればいいかについて話しています。
（１）火事が起きたとき、最初に何をしますか。
（２）どこに避難しますか。

２．サンプル問題③ 聴解 「内容理解 指示・アナウンス」
指示やアナウンス、音声メディア等を聞いて、内容を理解できるかを問う。

【Can-do】
ゆっくりとはっきりと話されれば、
地域の防災に関する簡単な説明を聞
いて、パンフレットなどにあるイラ
ストや写真を手がかりに、避難場所
や避難時の注意事項などを理解する
ことができる。

20
https://www.jpf.go.jp/jft-basic/sample/q01.html

https://www.jpf.go.jp/jft-basic/sample/q01.html


日本語の目標、学習、評価のサイクルの開発

特定技能1号の日本語要件
「ある程度日常会話ができ、生活に支障がない程度の能力（A2）を有する」

目標

• なにがどのくらいできることを目指すのか

• CEFR/JFSのA2レベル、JF生活日本語Can-do

学習

• なにをどうやって学習すればよいのか

• 『いろどり生活の日本語』、「いろどり日本語オンラインコース」

評価

• その能力をなにでどう評価するのか

•国際交流基金日本語基礎テスト（JFT-Basic）

日本で生活・就労する



国内（文化庁、現文科省）の日本語教育の取り組み

外国人材の受け入れ・共生のための総合的対応策（令和６年度改訂、概要より抜粋）



文化庁2020（R3）年1０月報告抜粋



「日本語教育の参照枠」 言語教育観の柱
文化庁 2020（R3）年１０月報告 p.4

１ 日本語学習者を社会的存在として捉える
 学習者は、単に「言語を学ぶ者」ではなく、「新たに学んだ言語を用いて社会に参加し、より
良い人生を歩もうとする社会的存在」である。言語の習得は、それ自体が目的ではなく、より
深く社会に参加し、より多くの場面で 自分らしさを発揮できるようになるための手段である。

 ２ 言語を使って「できること」に注目する 
社会の中で日本語学習者が自身の言語能力をより生かしていくために、言語知識を持って
いることよりも、その知識を使って何ができるかに注目する。 

３ 多様な日本語使用を尊重する
 各人にとって必要な言語活動が何か、その活動をどの程度遂行できることが必要か等、目
標設定を個別に行うことを重視する。母語話者が使用する日本語の在り方を必ずしも学ぶ
べき規範、最終的なゴールとはしない。



地域日本語教育関連の報告書、リソース
⚫ NEWS（日本語教育コンテンツ共有システム）
⚫ 「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的なカリキュラム案について
関連リソース：ガイドブック、教材例集、日本語能力評価、指導力評価、ハンドブック

⚫ ICTを活用した「生活者としての外国人」のための日本語学習コンテンツの開発・提供
に関する調査研究

⚫日本語学習サイト「つながるひろがる にほんごでのくらし（つなひろ）」、ガイドブック
⚫ 「地域日本語教育スタートアッププログラム報告書 日本語教室立ち上げハンドブック」
⚫ 「地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業 事例報告書」
⚫ 「日本語教育の参照枠」
⚫ 「日本語教育の参照枠」の活用のための手引き
⚫ 「日本語教育人材の養成・研修の在り方について（報告）改訂版」
⚫ 「地域における日本語教育の在り方について（報告）」
⚫ 「日本語教育の参照枠」に基づく「生活Can do」一覧

https://www.bunka.go.jp/seisaku/kokugo_nihongo/kyoiku/

https://www.mext.go.jp/a_menu/01_p.htm

文化庁（２０２４（R5）年3月までの情報）

文科省（２０２４（R６）年４月からの情報）

https://www.bunka.go.jp/seisaku/kokugo_nihongo/kyoiku/index.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/01_p.htm


参考：
２０２３年3月実施
資料、動画、活用案

https://www.jpf.go.jp/j/kansai/news/2023/03/post-23157.html

https://www.jpf.go.jp/j/kansai/news/2023/03/post-23157.html


２．eラーニングを活用した学習支援のポイント



eラーニングのメリット・デメリット

⚫ 日本語学習者にとって
いつでもどこでも学習できる
ニーズに合う内容や方法、ペースで学習できる
自律学習の習慣づけができる
△継続が難しい、孤独感

⚫ 日本語教師、学習支援者にとって
授業のリソースとして役立つ
学習者の個別支援に役立つ
△教師の役割、取り入れ方がわからない



【学習】

集合

対面授業

宿題・予復習

【教材】

教科書、プリントetc

【教師】

コースデザイン、授業

【学習】

個人

自学自習

オンライン授業

【教材】

電子教材、PDF、動画etc

eラーニング（サイト、アプリ）

【教師】

電子教材作成、オンライン授業、

サポート
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コロナ禍による日本語教育の変化

教師の「教授」中心 学習者の「学習」中心



個別化 協働

「個別化」と「協働的」のサイクルが「深い学び」に

自律的な学びも支援

eラーニング
いつでもどこでも 個別学習
即時フィードバック 自己管理

テクノロジーによる個別化、協働の促進

ICT
情報収集 協働・交流 発信

Google Zoom SNS



eラーニングを活用した学習支援のためのポイント

⚫ 課題やニーズに合うeラーニングを探す

⚫ 学習者として体験する

⚫ 自学自習を支援する仕掛けを分析する

⚫ 自学自習と教室での学習の流れをデザインする

31



• JF 「みなと」 約２００のさまざまなオンラインコースを開講

• JF 「Nihongo eな」 約300のサイトやアプリを紹介、更新

• 文化庁 「NEWS」 さまざまな生活日本語教材を検索

eラーニングを探す： ポータルサイトの活用



学習者として体験する：学習者エンゲージメント

⚫ 感情 どんな気持ち？ わくわく 楽しい できた 退屈

⚫ 行動 何をしている？ 主体的？ 聞いて選ぶ 自分のことを話す

⚫ 認知 頭の中で考えている？ 気づく 整理する ふりかえる

（社会 相手や社会に関わってる？ 対話 交流 協働 発信 ）
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自学自習を支援する仕掛けを分析する

⚫ 自学自習を支援する「学習の流れ」になっているか
・指導方略 導入⇒練習⇒まとめ

・言語習得過程 インプット⇒気づき⇒アウトプット

⚫ 自学自習を続けられるよう「動機づけ、魅力」を高めているか
・ARCSモデル 注意、関連性、自信、満足感

・ゲーミフィケーション 没入感、選択性、競争、挑戦、ご褒美

⚫ 自学自習を続けられる「学習体験」になっているか
・MOOC、学習分析学 画面上の提示（UI）、ユーザー体験（UX）
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教師視点の

Teaching デザイン

教授内容、教え方

学習の流れをデザインする
教授デザインから学習デザインへ

学習者視点の

Learning デザイン

学習体験、プロセス



３．生活・就労のためのeラーニング
体験、分析



つながるひろがる にほんごでのくらし
https://tsunagarujp.mext.go.jp/

開発事例３ オンラインコース



つなひろ

１．「つなひろ」とは

２． 自学自習の学習の流れ ＜体験＞

３．自学自習の支援の仕掛け ＜分析＞



 日本語教室がない空白地域に暮らし、
 日本語学習機会がない外国人が
独学で習得できる日本語学習サイト

全1８言語
日本語、英語、中国語簡体字、ポルトガル語、
スペイン語、ベトナム語、インドネシア語、
フィリピノ語、ネパール語、クメール（カンボジア）語、
韓国語、ミャンマー語、モンゴル語、タイ語、
ウクライナ語、ロシア語、中国語繁体字、フランス語

「つなひろ」とは





「つなひろ」の学習の流れ ＜体験＞



基本の学び方（使い方ガイドブックp22～23）



•学習体験はどうでしたか？

•自学自習できるよう、どんな工夫がありましたか？

考えましょう



自学自習のための「つなひろ」の仕掛け＜特徴＞

⚫ウェブサイトでの提供

アクセスの容易さ、アラカルトに必要なシーンから学べる

⚫多言語対応

18言語で学習できる（動画スクリプト）

⚫動画中心

生活場面に特化したシーン、目標で体験・行動につながる

（＋生活者の社会参加のため、社会・文化情報）



自学自習のための「つなひろ」の仕掛け＜分析＞

⚫学習の流れ

指導方略： 導入（テーマ・目標・動画）⇒練習（段階）⇒まとめ、評価×（実生活で）

習得過程：インプット（動画）⇒気づき（フレーズ）⇒アウトプット（シャドーイング）

⚫動機付け・魅力

ARCS： 注意（動画）⇒関連性（生活・疑似）⇒自信（練習）⇒満足感×（実生活で）

ゲーミフィケーション： ×

⚫学習体験

UI：１シーン、1ページ、動画再生とスクロールのみ

UX：動画視聴、インタラクティブ性× 、フィードバック×



いろどり日本語オンラインコース
https://irodori-online.jpf.go.jp

開発事例３ オンラインコース



いろどり日本語オンラインコース

１．「いろどり日本語オンラインコース」とは

２． 自学自習の学習の流れ ＜体験＞

３．自学自習の支援の仕掛け ＜分析＞



「いろどり日本語オンラインコース」とは

◼教材『いろどり 生活の日本語』をもとにした、

日本で生活や仕事をする際に必要となる基礎的な日本語のコミュニ
ケーション力を身につけるためのオンラインコース

◼ だれでも無料でユーザー登録、コース受講が可能
スマートフォン、パソコン、タブレットで利用できる



⚫「入門（A1）」「初級１（A２）」「初級２（A2）」
の３コース

⚫解説言語は1２言語

レベルと解説言語

【A1レベル】
あいさつをしたり、
覚えた表現を使っ
てごく簡単なコミュ
ニケーションをした
りすることができる。

【A２レベル】
身近な話題な
ら、短い基本的
な日常会話が
できる。



トピック

入門 初級1 初級2

1-2課 はじめての日本語 今の私 私の周りの人たち

3-4課 私のこと 季節と天気 レストランで

5-6課 好きな食べ物 私の町 旅行に行こう

7-8課 家と職場 いっしょに出かける 地域のイベント

9-10課 毎日の生活 日本語学習 年中行事とマナー

11-12課 私の好きなこと おいしい料理 上手な買い物

13-14課 街を歩く 仕事の連絡 さまざまなサービス

15-16課 店で 健康な生活 自然と環境

17-18課 休みの日に 交際 私の人生



(1)トップページ

(３)サポートコンテンツ
「課ごとのサポート」

(３)サポートコンテンツ
「全体のサポート」

(5)マイページ(2)学習コンテンツ (４)練習コンテンツ

(３)サポートコンテンツ
「各学習内容のサポート」

コースサイトの構成



（２）学習コンテンツ

Step 1 目標を知る・準備

Step 2 ことばの準備

Step 3 聞く/読む・気づく

Step 4 使ってみる

Step 5 まとめ

Step 6 Can-doチェック 目標Can-doができたかどうか、チェックする

トピック、目標Can-do、場面を確認する

Can-do達成に必要なことばの音声を聞いて、言う練習をする

会話を聞いたり、素材を読んだりして、内容を理解したり、表現や文
型に注目する

動画を見て話す練習をしたり、実際に書く練習をする

クイズで、課の学習をふりかえる

教材『いろどり』のシラバスをもとに、目標Can-do

に沿って日本の生活場面のコミュニケーションで必
要な日本語を学ぶ



（３）サポートコンテンツ

各学習内容のサポート 全体のサポート課ごとのサポート

「わからない」と思ったときに、自分で調べてみ
たり、資料を参照したりすることができる



ことば 漢字 文法 表現

（４）練習コンテンツ
「ことば」「漢字」「文法」「表現」の4つのカテ
ゴリーで、「もっと練習したい」「自信がない」と
思ったところを練習できる

Android iPhone
「いろどり練習」アプリ

• 無料でダウンロード

• オフラインでも練習コンテンツが利用できる



（５）マイページ

進捗 ポートフォリオ プレゼント

学習の進み具合を確認することができる。
ポートフォリオで、学習で記録したものを見返し
たりできる。



•学習体験はどうでしたか？

•自学自習できるよう、どんな工夫がありましたか？

考えましょう



いろどりコースの自学自習の仕掛け＜特徴＞

⚫ 生活場面で必要な日本語が学べる 「学習コンテンツ」
フルコース Can-do：目標⇒活動⇒評価 （教師の役割、指示や解説）
動画を活用（導入、話す練習、ふりかえり）
インタラクティブな学習（聞く、話す、読む、書く）
多言語、サポート

⚫ 学習者が必要なところだけカスタマイズして学べる 「練習コンテンツ」
言語能力の練習バリエーション
自分で必要なものを選択して学びセルフチェック

⚫ ストレスなく学べる
UI 学習単位のページ、定位置、メニューや進捗バー、マイページ
UX 動画やVRで没入感、インタラクティブな体験、アプリでさくさく



いどろりコース自学自習の仕掛け＜分析＞
「学習コンテンツ」      

気づき
文法・表現ルール

アウトプット
シャドーイング、会話

インプット
動画、ことば、会話を聞く

習得過程

指導方略 導入
注意喚起、目標提示

まとめ
保持と転移 学習成果を評価

練習
新事項提示、学習の指針、
練習の機会、フィードバック



「練習コンテンツ」      

ことば 漢字 文法 表現

ARCS

ゲーム

関連
方法・範囲を選択
バリエーション、セルフチェッ
ク

自信
繰り返し練習
クリア

満足
カスタマイズ、達成感

選択性、競争、挑戦（リプレイ、レベルアップ）

注意
カード式
能動的

いどろりコース自学自習の仕掛け＜分析＞



学習者の声

・実際の生活に役立つ

ビデオが魅力的。日本で遭遇するシナリオ

・練習にバラエティがあって、学習の補強になる

・わかりやすくてユーザーフレンドリー

隙間時間に学習できる



• 「つなひろ」サイトと「いろどり」オンラインコースの
共通点、相違点は何でしょうか？

考えましょう
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「つなひろ」サイト 共通点 「いろどり」コース

⚫行動中心

Can-do目標⇒練習⇒評価・FB

⚫動画

生活場面と行動をイメージし、疑似体験

⚫スモールステップ

トピック・シーン⇒Can-do、動画⇒段階的練習（ことば、フレーズ、会話）

⚫多言語対応

自分の言語で理解し、考えながら学習できる。

学習者を社会的存在と捉える

言語を使って「できること」に注目する

多様な日本語使用を尊重する



「つなひろ」サイト 相違点 「いろどり」コース

アラカルト
• 選択式

• 部分的 ことば、表現⇒会話

• 動画視聴

• 評価 ない（実生活で）

フルコース
• 連続性

• 総合的 言語活動「学習」 言語能力「練習」

• インタラクティブな活動（聞く、話す、読む、書く）

• 評価 クイズ Can-doチェック

テスト ポートフォリオ

自分に必要なものから

実用的な会話中心に

気軽に学びたい人

総合的に

コミュニケーション活動も能力も

しっかり学びたい人



オンラインコース、サイト、アプリの特徴

オンラインコース サイト アプリ

学習内容

目標、導入、練習、評価
の一連の学習

場面動画、文法、語
彙、漢字など

文字、語彙などに特
化した内容

構成

コース、マイページ
総合的、連続性

内容別コンテンツ
選択式

辞書、クイズ・ゲーム
簡易

利用場面

自学自習用
授業利用も可
反転、授業内、復習
教材と併用

自習・授業利用

授業内、復習
選択・URL指定

自学自習用
授業利用も可
復習
個別・内容特化



４． これからの教師・学習支援者の役割



地域日本語教育を担う人材の方向性

これまで

ボランティア中心

地域コミュニティ：＜対話＞協働の場

区市町村：専門家による日本語教育

これから

国・地方公共団体の責務

地域日本語教育人材の役割と資質・能力の明示

日本語教育の質の向上、保証、継続（A1-B1）

「日本語教育人材の養成・研修の在り方について（報告）改定版」「地域日本語教育システム」日本語教育学会(2008）報告書



地域日本語教育を担う人材の役割

日本語教育コーディネーター

各地域の特徴や学習者のニーズを把
握して日本語教育プログラムを作る

「日本語教育人材の養成・研修の在り方について（報告）改定版」

日本語教師

日本語教育プログラムを踏まえ、学習
者に応じて日本語教育を実践する

学習支援者

学習者に寄り添いながら、学習を支援
する



教師視点の

Teaching デザイン

教授内容、教え方

教授デザインから学習デザインへ

学習者視点の

Learning デザイン

学習体験、プロセス

地域の特徴や学習者それぞれのニーズに応じて
自学自習と教室での学習の流れをデザインする



「つなひろ」を使った学習デザイン事例

大阪国際交流センター「オンライン日本語教室」

⚫対象 生活者としての外国人、ゼロレベル

⚫人数 学習者10名、講師1名、ボランティア5名

⚫形式 オンライン教室

⚫スケジュール １クール レベル１ 90分×20回 レベル２ 90分×20回

週2回（火、木 10:00-11:30）

⚫教材 「つなひろ」レベル１（シーン1-11）と便利な表現

課題：①はじめて日本語を学ぶ人

②オンライン教室 できるのか？



学習の流れ

⚫学習の流れ

１．自学自習：学習者はシーンのテーマ、目標、会話動画を見ておく

２．授業

①全体：講師が予習したことを確認し、ことば、フレーズを練習した後、

会話練習の流れを示す

②個別：ボランティアと学習者で会話練習する、学習者に合わせてアレンジする

③全体：何組か会話を発表し、各自Can-do達成を自己評価し、指3本で示す

３．自学自習：学習者は必要に応じて文法動画や生活情報の動画を確認する

Can-doチェックシートにコメントしたり、Padletに記入したりする



「つなひろ」の使い方：教師、支援者の役割

日本語
教室

ひとりの学習から実践への橋渡し

「サイトの使い方」
https://tsunagarujp.bunka.go.jp/guide



学習者の声（レベル１終了時アンケートより）

・予習をしてから授業に参加できたか（全員、できた）

・授業の感想

「たくさん練習して、日本語の話がよくなった」
「先生とボランティアの教えがよく真剣に取り組んで内容も実用的」

「さまざまな場面の日本語の付き合いの基本となるコミュニケーション

を習得し、実生活で役立った」

・「つなひろ」で学習したことを教室外で使ったか （全員、よくあった）
「現実の同じ場面でよく使う」

「レストラン、あいさつ」「日常の買い物、道を尋ねる」

「オフィスやスーパー、地下鉄」「今から美容院に行く」



その他（コラム）



「いろどりコース」を使った学習デザイン案

企業内での学習支援
⚫対象 就労者、初級１（A２）レベル

⚫参加 学習者２名、先輩日本人1名

⚫形式 対面（職場の休憩スペース）

⚫スケジュール 5月ー９月 週１回（月 11:00-12:00）

⚫教材 「いろどり日本語オンラインコース」初級１A２ １課～1８課

課題：①地域に日本語教室がない

②入門（A1）レベルの学習経験はあるけれど、話せない



学習の流れ

⚫学習の流れ
①「学習コンテンツ」を週に1課自学自習する。

Can-doに沿って学習し、会話のシャドーイングや録音練習をしておく。
②翌週、職場の先輩に、学習した課の会話の流れをスマホで見せて、
相手役になってもらい、会話してみる。
③「練習コンテンツ」のアプリで、その課の自分が苦手な部分（例：ことば、
聴解など）を自学自習する。

⚫評価

②のあとでCan-doチェック画面で★で自己評価し、気づいたことをメモ
しておく（自分の言語で）。実生活の場面で使ってみてできたら、追記する。



「いろどりコース」の使い方：学習支援者の役割

学習支援者
FB、対話

寄り添い、学び合う

eラーニング
日本語教育の専門家
教師の役割



eラーニングを活用した学習支援のためのポイント

⚫ 課題やニーズに合うeラーニングを探す

⚫ 学習者として体験する

⚫ 自学自習を支援する仕掛けを分析する

⚫ 自学自習と教室での学習の流れをデザインする
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生活、就労のための日本語教育において、それぞれの現場の課題や
学習者のニーズに合わせて、日本語教育コーディネーター、日本語教
師、学習支援者が、役割に応じて学習支援をする可能性の一つとして



目標の確認

⚫ JFの海外の日本語教育支援と教材開発、
外国人材向け日本語事業の取り組みについて知る

⚫ eラーニングを活用した学習支援のためのポイントを知る

⚫ 生活・就労のためのeラーニングとその特徴や自学自習
のための仕掛けを知る

⚫ eラーニングを学習支援にどう活用できるか、
これからの教師・学習支援者の役割について考える



最新情報は…
公式サイト・公式SNSで！

KC : https://www.jpf.go.jp/j/kansai/index.html
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https://www.jpf.go.jp/j/kansai/index.html


• KCのeラーニングを例に、eラーニングをどう授業と組み合
わせて活用するかが学べる

• eラーニングを授業に活用するにあたり著作権などに対す
る配慮について学べる

【教師向け】 eラーニング活用ガイド
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